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Serra　tia　mare θsc θns 温度 不感性変異株 で不 全 となる菌体外活性
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［目的］

Serra　tia ・marc θsc θns の 色素産生株 は 、30℃培養 で 赤色 色素 を産生す るが 、 37℃ で は

産生 しない
。 37℃ で 1 日培養後に 30℃ へ 移す と色素を産生す るが 、

37℃で 3 日培養後

で は 30℃ へ 移 して も色素の 産生 は起 こ らな くな る。37℃培養 で
、 色素産生 を抑制す る

物 質が産 生 され 、それ が菌体外 に蓄積 して い る 可能性 が考え られ る 。
こ の 抑制物質の

有無 を検 証す るために 、
37℃ で も色素産生 を行 う温度不感性 変異株 で は ど うな るか を

調 べ た。

［方法 ］

赤色色 素産生 を 30℃培養時に行 い 、37℃ 培養 時 には 行わな

い S．marc θscens 　274 と 、 37℃ で も色素産生 を行 う 274 の

温度依存生合成制御変異株 FO59
、
　GO26 、

　NOO75 を用い て 実

験 を行 っ た 。 Peptone−glycerol 寒天 培地 の 半分に 274 と変

異株を それ ぞれ 塗 り広 げ、30℃
、
37℃ で 3 日間培養 した 。

そ の 後 、 PG 培地 の 残 り半分 に S．　 marcescens ・274 その 他を

線植菌 し 、 30℃ で の 菌生育 と色素産 生を調べ た 。

親株 274 又 は変異株
30℃ 、 37℃ で 3 日培養後

菌生 育部分除去

274 とそ の 他の 菌
30℃ で 培養 し菌生育と

色素産生 を見る

［結果 と考察］

・ 274 を 37℃ で 3 日培養す る と、その 残 り半分に線植菌 した 274 は色素産生 だ けで

　 な く生育 も抑制 され た 。 27430 ℃ 培養 で は 、
こ の 抑制作用 は 見 られ な い 。

・ 変異株 で は 、
37℃培養にお い て 生育、色素産生抑制 が不全 で あ っ た 。

・ 復帰変異株 で は 、
37℃培養時の 生育抑制 、 色素産生抑制 作用 が 回復 した 。

・ 274 を 37℃ 培養 した 場合 に は 、 生育抑制が起 こ り 、 培地 の pH は よ り低下 した 。

・ 37℃ で 培養 した 274 は 、
30℃ で培養 した場合 と比 べ て 、 Sθrra 　tia 以外 の 細菌に 対

　 して も強い 生育抑制 作用 を示 した 。

・ Phosphate　bufferで pH の 変化を抑えた培地 で は 、
274 を 37℃ で 培養 して も生 育抑

　制 は生 じない が 、 色素産 生の 抑制 は見 られ た 。 色素産生 の 抑制は 、 pH の 変化 に よ

　 る もの で は ない と思 われ る 。
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